
灯
台
が
無
い
頃
の
尻
屋

　
　

－

海
の
難
所
に
暮
ら
す
人
々

明
治
維
新
後
、
斗
南
藩
は
、
貧
し
さ
に
耐
え
な
が

ら
下
北
の
開
拓
に
力
を
尽
く
し
た
。
藩
は
、
こ
の
地

の
発
展
に
は
海
の
難
所
・
尻
屋
沖
の
海
上
安
全
が
欠

か
せ
な
い
と
考
え
、
明
治
４
年
６
月
、
明
治
政
府
へ

尻
屋
崎
へ
の
洋
式
灯
台
建
設
を
請
願
し
た
。

そ
の
願
い
が
国
を
動
か
し
、
建
設
工
事
が
始
ま

る
。
当
時
は
洋
式
灯
台
を
設
計
す
る
技
術
が
な
く
、

政
府
は
灯
台
技
師
に
、
Ｒ
・
Ｈ
・
ブ
ラ
ン
ト
ン
氏
を

英
国
か
ら
招
い
た
。
ブ
ラ
ン
ト
ン
氏
は
、
全
国
各
地

の
洋
式
灯
台
を
手
掛
け
「
日
本
の
灯
台
の
父
」
と
称

さ
れ
る
。

約
３
年
４
か
月
を
経
て
、
明
治
９
年
10
月
20
日

に
、
尻
屋
埼
灯
台
は
初
点
灯
を
迎
え
た
。
船
舶
に
灯

台
の
位
置
を
知
ら
せ
る
霧
鐘
や
霧
笛
が
日
本
で
初
め

て
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
時
代
の
最
先
端
技
術
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、
尻
屋
沖
は
、
近
代
化
の
歩
み
を

す
す
め
、
海
の
安
全
を
支
え
て
き
た
。

こ
う
し
た
歴
史
的
・
技
術
的
価
値
が
認
め
ら
れ
、

令
和
４
年
12
月
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

灯
台
の
誕
生

　
　

－

斗
南
藩
士
た
ち
の
願
い

第
二
次
世
界
大
戦
、
戦
災
を
忘
れ
な
い
。
終
戦
の
一
か
月

前
、
尻
屋
埼
灯
台
の
上
空
を
戦
闘
機
が
飛
来
し
た
。
北
の
海
上

安
全
を
支
え
る
重
要
な
役
目
だ
っ
た
灯
台
が
標
的
と
な
っ
た
。

沖
の
船
や
灯
台
周
辺
は
激
し
い
攻
撃
を
受
け
た
。
灯
台
の
在
中

職
員
一
名
の
尊
い
命
も
失
わ
れ
、
灯
火
機
能
が
消
失
し
た
。

し
か
し
、
灯
り
が
消
え
て
い
た
は
ず
の
灯
台
に
、
不
思
議
な

光
が
と
も
る
様
子
を
複
数
の
灯
台
職
員
が
目
撃
し
た
と
い
う
。

こ
の
出
来
事
は
「
怪
火
｟
あ
や
し
び
｠」
の
伝
説
と
し
て
、
今

も
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

終
戦
後
、
灯
台
は
復
興
を
遂
げ
、
今
、
平
和
な
世
界
を
照
ら

し
て
い
る
。
漁
協
で
働
く
柾
谷
さ
ん
は
、
灯
台
と
の
思
い
出

は
、
二
十
歳
く
ら
い
の
頃
、
結
婚
記
念
の
写
真
を
、
妻
と
二
人

で
尻
屋
埼
灯
台
の
前
で
撮
影
し
た
こ
と
だ
と
教
え
て
く
れ
た
。

「
そ
の
時
の
写
真
が
、
今
も
写
真
屋
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。」

と
笑
顔
を
見
せ
る
。
二
児
に
も
恵
ま
れ
、
灯
台
の
よ
う
に
明
る

い
家
庭
の
大
黒
柱
だ
。
夜
明
け
前
か
ら
浜
で
働
く
日
も
あ
る
。

夜
明
け
前
、
柾
谷
さ
ん
を
照
ら
す
の
は
、
150
年
も
の
間
、
こ
の

地
に
立
ち
続
け
て
き
た
尻
屋
埼
灯
台
の
灯
り
だ
。

灯
台
と
と
も
に
暮
ら
す

　
　

－

戦
時
下
、
そ
し
て
戦
後
の
今

尻
屋
沖
は
、
古
く
か
ら
「
海
の
難
所
」
や
「
難
破
岬
」
と

恐
れ
ら
れ
て
き
た
。
海
中
に
は
硬
い
岩
々
が
点
在
し
、
濃
い

霧
と
荒
波
が
行
く
手
を
阻
み
、
多
く
の
船
が
座
礁
し
た
記
録

が
残
る
。

一
方
で
、
尻
屋
の
人
々
は
、
ア
ワ
ビ
等
の
海
産
物
を
採
り

漁
で
暮
ら
し
を
支
え
て
き
た
。
尻
屋
沖
は
、
命
を
育
む
恵
み

で
あ
る
と
同
時
に
、
命
を
脅
か
す
厳
し
い
存
在
で
あ
っ
た
。

江
戸
時
代
の
旅
人
は
、
尻
屋
の
人
々
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
旅
行
記
に
残
し
て
い
る
。
｟
東
通
村
史
歴
史
編
Ⅰ
か
ら
要
約
｠

焼
飯
を
子
に
与
え
た
礼
に
と
、
盆
い
っ
ぱ
い
の
ア
ワ
ビ
を
御

馳
走
に
な
っ
た
。
尻
労
へ
向
か
う
途
中
ま
で
見
送
っ
て
く
れ

お
礼
も
受
け
取
ら
ず
、
別
れ
難
い
と
涙
を
流
し
た
—
。

訪
れ
る
人
を
温
か
く
迎
え
る
気
風
は
、
今
も
変
わ
ら
ず
受

け
継
い
で
い
る
。『
灯
台
ワ
ー
ル
ド
サ
ミ
ッ
ト
』
で
は
、
地

元
の
方
た
ち
が
、
ア
ワ
ビ
の
フ
ラ
イ
を
の
せ
た
カ
レ
ー
を
振

る
舞
い
、
遠
方
か
ら
の
来
場
者
を
迎
え
た
。

灯
台
が
な
い
時
代
も
今
も
、
尻
屋
の
人
々
は
、
海
と
と
も

に
生
き
、
も
て
な
し
の
心
を
受
け
継
い
で
い
る
。

（ ３ ）　 広報ひがしどおり　　第7３３号


